
ソーラーシェアリングの
明日を語る

CHO技術研究所
長島 彬

※講演に参加出来なかった方達の理解が得られるよう注記を追加しました 2月20日



NHK放送案内

黒部第 4発電所

導水路 約10km

黒部第4発電所
337000kW

水圧鉄管
落差472m

黒4ダム
高さ186m

黒部川

NHK放送案内

１：黒部の発電の紹介から



流域面積184.5平方キロ

A ずっと小さい

B ほぼ同じ

C ずっと大きい 約3倍

ソーラーシェアリングで代替すると

注 ： 地 図 は カ シ ミ ー ル で 作 成

黒4発電所
年約10億kWh

2：3択：黒部ダム発電量をソーラーシェアリングで代替する面積？ 会場の皆さんはB、C、Aの順



黒4発電所 337,000 kW の出力

1年は 365 日 で

一日は 24 時間 で

1年は 8760 時間 になる

黒4の最大年間の最大の発電量 2,952,120,000 kWh になる 100％の連続発電

10億kWh 実際の発電量 1,000,000,000 kWh から9億 雨量の制限

33.9% が稼働率

1億 100,000,000

1kWの太陽光発電は1年間で 1,000 kWh 発電できるので

常時発電出来れば 8,760 kWh になるが

11.4% が稼働率 黒4の1/3

同じ規模を発電する太陽光発電は 1,000,000 kW になる

ソーラーシェアリングは1haで 500 kW/ha 少なくとも設置できるから

ソーラーシェアリングは1haで 500,000 kWh/ha

黒4発電所と同じ年間発電量は 2,000 ha でソーラーシェアリングの実施に等しい

1ha（100ｍ四方）は 10,000 ㎡ だから

上記2000haは 20,000,000 ㎡ で

上記2000haは 4,472 ｍ四方 に等しい

よって黒4ダムに匹敵する規模のソーラーシェアリングはおよそ4.5km四方ということになる
3：計算



黒4は唯一無二だが黒4クラスのソーラーシェアリングは無数に作れる

赤枠が黒4発電所の電力をソーラーシェアリングで代替する大きさ

注 ： 地 図 は カ シ ミ ー ル で 作 成

4：黒部の太陽が無数に作れることを説明



Nedoからガイドライン

5：ガイドラインの問題点について



6：ガイドラインの問題点について 実験の正当性についての説明が皆無 を指摘



7：ガイドラインの問題点について 藤棚式では模型の画像すらない 足高形の記述の例 1/100模型



幅 6 cmの模型

100倍すれば現実と大きく乖離していることが解る

模型を使用す
る実験は実際
と照合し、正当
性があることの
証明が何より
必要

幅 6ｍの実物

8：ガイドラインの問題点について 足高形の記述2 実物と乖離した模型で実験



参考：足高の模型
横幅6cm柱1.9㎜

幅 6 cmの模型

幅3.2cm横2cmの模型
マッチ箱

5：実験の正当性について 藤棚式ではさらに小さく実際の物と乖離が激しい



9：藤棚式で新風力係数を明記しているが 曖昧にぼかし採用せよとは明確に言わない



JIS C 8955:2017

パネル1枚あたりでJISによる

パネル横 1.6 ｍ

パネル縦 1 ｍ

パネル面積　Ao 1.6 ㎡

JIS　Ca　10度 0.85

Ca＊Ao　 1.36

端部 Ao＊Ca*βの値の比較

パネル数 6枚 2枚 1枚

Ao：対象面積 25.6 7 3.5 ㎡

Ca 1.3 2 2.2

β：遮光率 0.35 0.35 0.35

Ao＊Ca*β 11.65 4.90 2.70

対象面積内パネル数 6 2 1

パネル1枚あたりで 1.94 2.45 2.70

上記はJISより 1.43 1.80 1.98 倍

増強要求で基礎から部品
まで全てのコストが上昇

JIS否定の風力係数だが採用せ
よとは一言も記述されていない

10：ガイドラインの問題点について 藤棚式で新風力係数採用すると 全てのコストが上がり大問題



11：ガイドラインの問題点について 最後の逃げ口上 行っていない「実験相似則」を言及



法律、省令 Law

基準 Standard

今回のガイドラインは上位のJISを否定しない苦肉の策といえる
またソーラーシェアリング推進の意欲をそぐ・・・・・か

ガイドラインとは

ガイドライン Guideline

ガイダンス Guidance

12：ガイドラインは基本が出来ていないな実験結果からJISを否定した形だが・・



ソーラーシェアリングが環境の変化に気づき
対応出来なければ 「ゆでがえる」に

今からでも遅くない

国民の皆さんが納得し喜ぶような
ソーラーシェアリングの

ガイドラインを作ろう

13：問題点が多すぎるガイドラインを乗り越えよう



大普及は自己に厳しい5つの条件の設定を

N H K 「 ま ん ぷ く 」

こ れ か ら 先 の 1 0 年

白い猫も黒い猫も発電すればＯＫの時代の終焉

第1に 導入前の農作を維持発展できること 作付け変更させない

第3に 土地の傾斜に合わせられる柔軟性をもつこと。対象地の拡大

第4に 軽くて強い 高額な地盤調査不要 農地への負担最少に

第2に 田園風景を悪化させない 住人の皆さんへの配慮を大切に

第5に アルミ架台を60年長期使用する パネル取り付け部の規格化



これ見よがしの再エネでなく
存在を感じない控えめな再エネ

Stealth性

14：誰にでも歓迎される仕様を作る必要性



ご静聴ありがとうございました
CHO技術研究所
長島 彬
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